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設備設計一級建築士

松森  正晴

松森建築設計事務所
工事名称

図面名称

日付

縮尺

一級建築士

三重県志摩市阿児町鵜方3368-5

１．共通仕様

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建

」という。）による。図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通

］」（以下「標準仕様書」という。）による。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれ

Ⅱ  　建築改修工事仕様

築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版［平成28年3月制定］」（以下、「改修標準仕様書

省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書(建築工事編）平成28年版［平成28年3月制定

の工事特記仕様書を適用する。

（３）本特記仕様書の表記

　１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　３）特記事項に記載の [ . . ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　４）特記事項に記載の ( . . ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

による注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等

の安全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約書

第２６条（臨機の措置）によって処理されるものとする。

　５）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」
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足場その他

既存部分の養生

１)養生の方法等

2

 [2.2.1]［表2.2.1］

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、

同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基

準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

行う。

外部足場　・設置する　・設置しない

防護シート　・設置する　・設置しない

・材料、撤去材等の運搬方法

　　　　　　種別 ( ・ A 種　・ B 種　・ C 種　・ D 種  ・E 種 )

                Ｄ種：利用可能な階段　　　　　（　　　　　　　） 

                Ｃ種：利用可能なエレベーター　（　　　　　　　） 　　　

 [2.3.1]

内部足場　・設置する　( ・ 脚立、足場板等　・　　　　　）　・設置しない

   ・既存部分　　　養生の方法　（・ビニルシート、合板　・　　）

   ・既存家具、既存設備等　　養生の方法　（・ビニルシート等　・　　） 

２)既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一

   損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

シーリング

シーリング改修工法の種類　　

　・シーリング充填工法　 

　・シーリング再充填工法 　

[3.7.2、3、7、8]3
防
水
工
事

1

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の種類、施工箇所

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法

　・改修標準仕様書3.7.3(a)(1)～(3)による　　・ 

建具回り PS-2

所要量の確認  ［4.6.2]［表4.6.1]

[4.6.3]2

1

・ サンダー工法

・ 高圧水洗工法

・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

工　法 処理範囲 下地面の補修

・ 塗膜はく離剤工法

・ 水洗い工法

3 下地調整塗材

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

新規仕上塗材の種類 

　仕上塗材

・薄付け

4

外
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既存塗膜等の除去、

下地処理及び

下地調整

[4.6.3]

[4.1.5][4.2.2][4.6.5]仕上塗材仕上げ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材

　　　　　　　　Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

防火

材料

 ・ ・砂壁状

 ・ ・ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状（・吹付け・こて塗り）

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

・着色骨材砂壁状（・吹付け・こて塗り）

種　　類 呼び名 仕上げの形状及び工法等

工程ごとの所要量の確認　・改修標準仕様書表4.6.1による　・ 

・ 図示  ・　

・ 図示  ・　

・ 図示  ・　

・ 図示  ・　

・ 下地調整塗材　・ ポリマーセメントモルタル

  ・規制対象外　・ 

4
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改修工法  [5.1.3]

建具の種類

1

適用箇所撤去工法かぶせ工法

・ アルミニウム

           製建具

・ 樹脂製建具

・ 鋼製 ・ 外部

     建具

－

・ 内部 ・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　

アルミニウム

  外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

性能等級

 　　　　　　　　　 ・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　)

　　　　　製建具

　[5.2.2～5][表 5.2.2]

表面処理 

              着色（・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系 ・ステンカラー） 

  外部に面する建具　・B-1種　・B-2種  ・ 　

枠の見込み寸法　   ・建具表による　  ・　

              皮膜等の種類（・改修標準仕様書表5.2.2による　・　　） 
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2

ガラス3

・網入り型板ガラス　FW-6.8

6
基
礎
工
事

1 生コンクリート

2

設計基準強度　[8.11.1]

スランプ　[8.11.1]

　・ 15cm又は18cm　・　

2 鉄筋

SD295A

　・ 18N/mm　・　

A-01
志摩特別養護老人ホーム才庭寮非常用電源設備改修工事

建築工事特記仕様書

　　極めて少ない材料を使用したものとする。

　ⅳ）ⅰ）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、

　　を使用する。

　　ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料

　ⅲ）接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチル

　　ない材料を使用する。

　ⅱ）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少

　　ムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　ンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホル

　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　　　受けた材料

  ⅳ）建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定

　　　発散建築材料

  ⅲ）建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド

　　　を受けた材料

  ⅱ）建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定

　　　種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

  ⅰ）建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三

    は次のⅲ）又はⅳ）に該当する材料を指す。

    対象外」とは次のⅰ）又はⅱ）に該当する材料を指し、同区分「第三種」と

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制

　ⅰ）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 

　　有すると共に、次のⅰ）からⅳ）を満たすものとする。

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

 (1.4.1)[1.4.1]環境への配慮3

　・積雪荷重 　　

　　　地表面粗度区分　　　　（　　　）

　　　風速（Vo=　　 m/s）

　・風圧力

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。適用区分2

章 項　　目 特　　記　　事　　項

　 　

適用基準1 １）図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は

　　次の基準による。

２）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指す。 

　　・建築物解体工事共通仕様書（平成24年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　・　

　建築工事標準詳細図（平成28年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

　　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレ

　　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が

    指定する工法とする。

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の

　　し、同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものと

    き品質及び性能を有するものとする。

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ

材料の品質等4  (1.4.1)[1.4.1]

1
一
般
共
通
事
項

４）本工事に使用する材料の製造業者等は、次のⅰ）からVi)の事項を満たす

ものとし、この証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し)等）を

監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾の

承諾を受けた場合はこの限りではない。

    ⅵ）販売、保守等の営業体制を整えていること。 

    ⅴ）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

    ⅳ）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

    ⅲ）安定的な供給が可能であること。 

　　ⅱ）生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

　  ⅰ）品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

完成写真

　　　　　画素数、画質等　1280×960　ピクセル以上

・撮影者：任意

　　　・カラー印画紙キャビネ版　（　　　）枚

　　　　　画素数、画質等　4500×3000　ピクセル以上で画像補正を行ったもの

・撮影者：建築完成写真の撮影実績があるもので、監督職員が承諾する業者

　　撮影箇所数　・（　　　）箇所　　　・航空写真（　　　）箇所

　　　・電子データ（JPEGフルカラー、圧縮率1/4程度）１部

　　　・四つ切　（　　　）枚　　　・アルミ額縁

　　　・半切　　（　　　）枚　　　・アルミ額縁

　　撮影箇所数　・（　　　）箇所

　　　・電子データ（JPEGフルカラー）１部

　　　・カラー印画紙キャビネ版　（監督員の指示による）枚

5

工事場所：三重県志摩市阿児町神明1537番地 1
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1/100

Ｅ-０１

特記仕様書・付近見取り図・撤去図

　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。
　*国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）平成２２年版」
　　「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）平成２２年版」
　　「電気設備工事監理指針平成１９年版」
　*国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修
　　「建築設備耐震設計・施工指針（２００５年版）」
　*電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）
　*所轄電力供給者内規
　*消防関係法規（所轄署指導要領含む）
　*その他、関連法規、関係諸基準

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都
合、図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工

すること。なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議
の上、改善策を講じること。
　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に

の指示により手直し施工を行うこと。

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

１．施工基準

２．一般事項

電気設備工事特記仕様書

監督職員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

することで将来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督職員と協議

努めること。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督職員

付近見取り図

パー
ルロ

ード

志摩ホンダ

至鵜方

ＧＳ

至大王

山本プラスチック

国道２６０号線

阿児ホウセイ

志摩特別養護老人ホーム才庭寮
志摩市阿児町神明１５３７番地１

給食センター

工事場所

トーエネック

志摩クリーニングセンター

機械室平面図　１/１００

（撤去図）

発電機　４０ｋＶＡ

消音器

冷却水槽
撤去

配管類

9,000

5,250 3,625

５４

Ｐ－Ａ 冷却水槽

消音器 キャップ止め

H130

H180

H270

H200

H1800

H200

H130

H100

H100

H200

H1550

機械室

3,050

1
0
0

コンクリートブロック壁解体
H＝1800 解体跡補修

125

8,
60

0
12
5

5,
45

0
3,

27
5

Ｉ

Ｊ

Ｋ

（三菱ＰＧ－４０）

発電機　４０ｋＶＡ



工 事  名  称

図 面  名  称

一級建築士

設備設計一級建築士

松森　正晴

松森建築設計事務所

三重県志摩市阿児町鵜方3368-5

日付

縮尺

志摩特別養護老人ホーム才庭寮非常用電源設備改修工事

発電機図

Ｅ-０２

冷　却　方　式
周　　波　　数

定　格　出　力

電　　　　　圧
回　路　方　式

力　　　　　率

形　　　　　式
保　護　方　式

励　磁　方　式

極　　　　　数
回　転　速　度

形　　　　　名

形　　　　　式
燃 焼 室 形 式

始　動　方　式

燃　料　種　類

タ ン ク 容 量
燃 料 消 費 量

バッテリー容量

充　電　方　式
用　　　　　途

規　　　　　格

設　置　場　所

発

電

機

エ

ン

ジ

ン

ラジエータ冷却式
６０Ｈｚ

発電機：４５ｋＶＡ　　エンジン：４８ｋＷ

２２０Ｖ
３相３線式

０．８（遅れ）

自己通風方式，Ｈ種絶縁
開放保護形

４極
１８００ｍｉｎ

４サイクル，水冷，直列

セルモータ始動式

ブラシレス励磁式

４Ｄ３３

直接噴射式

軽油

１９９Ｌ（搭載）
１１．５Ｌ／ｈ

ＲＥＨ－４０（ＤＣ２４Ｖ－４０Ａｈ）

自動充電方式
非常用予備電源（消防認定品）

ＪＩＳ，ＪＥＣ，ＪＥＭ，電気設備技術基準，消防法

屋外定置式

仕　　　　　　様　　　　　　書　　諸　　　元

形　　　　　式 即時長時間形（ＰＸ－５０ＭＳＲ（ＢＢ））　　

－１

定
格
出
力

始　動　時　間

発

計器類発電機側
計器類

騒　　　　　音

停電より負荷投入まで１０秒以内
閉鎖形（搭載）

自動始動装置，保護装置，励磁装置，主回路開閉器，計測装置，自動充電器

機側１ｍ周囲４点平均において約７５ｄＢ（Ａ）

側

電 盤機 構成

形盤機電 式発

エンジン 潤滑油温度計，潤滑油送油圧力計，回転速度計，冷却水出口温度計
交流電流計，交流電圧計，直流電圧計

装　置　質　量 静荷重：約１７５０ｋｇ，運転時総荷重：約１９４０ｋｇ
そ　　の　　他 キュービクル～溶融亜鉛メッキ鋼板使用，ベース～溶融亜鉛メッキ処理

使　用　条　件

運　転　方　式

周囲温度 ： ―５～４０℃

湿　　度 ： 相対湿度８５％まで

高　　度 ： 最高１５０ｍまで
シーケンス制御による全自動運転方式

盤面スイッチによる手動運転方式併用，定期保守運転付

項　　　　目 動　作　状　態 警　　　報 エンジン停止 遮断器ﾄﾘｯﾌﾟ 遠方出力
油　圧　低　下

水　温　上　昇

始　動　渋　滞

過　　回　　転

過　　電　　流

燃料油最低油量

緊 急　停　止

充 電 器 故 障

３．５±０．５ｃｍ以下
燃料タンク下面より

78±20ｋPa以下

101±２℃　以上

始動失敗

１１５
0

-5 %　　以上
１１５±５％　以上

緊急停止押釦を押した時

充電器が故障した場合

故障

一括

記号 名     称 名     称名     称 記号記号

Ｖ
－
Ａ
～

ＡＶＲ

ＥＸＧ

Ｖ
～

ＡＣＧ

直流電圧計

交流電流計

自動電圧調整器

交流電圧計

励磁用発電機

三相交流発電機

ＣＴ

５１Ｇ

ＭＣＣＢ３

ＭＣＣＢ４

ＭＣＣＢ２

ＭＣＣＢ１

計器用変流器

常時予熱用遮断器

主回路用遮断器

サ―マルリレ―

充電器入力用遮断器

充電器出力用遮断器

８３Ｃ

２７

Ｆ

８３Ｇ

停電検出器

ヒュ―ズ

電源切替用電磁接触器（商用）

電源切替用電磁接触器（発電機）

Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４

Ｊ，Ｋ

６０Ｈｚ １８００ｍｉｎ
３φ３Ｗ ２２０Ｖ

－１

ＵＴ，ＶＴ，ＷＴ

（３０％）

Ｖ

Ｖ Ａ

０～５０Ｖ

ＣＴ

５１Ｇ

０～１５０Ａ

～ ～

ＡＶＲ

ＭＣＣＢ４
３０ＡＦ／１５ＡＴ

０～３００Ｖ

ＭＣＣＢ２
３０ＡＦ／１５ＡＴ

４００ＶＡ

   Ｒ，Ｓ，Ｔ

Ｕ１，Ｖ１，Ｗ１

ＭＣＣＢ３
３０ＡＦ／１０ＡＴ

２７Ｆ

Ｆ

Ｆ
－

８３Ｇ
１５０Ａ

８３Ｃ
１５０Ａ

発電機

４５ｋＶＡ

２５０ＡＦ／２２５ＡＴ
３５ｋＡ

ＭＣＣＢ１１５０／５Ａ

３００Ｗ

８０Ｗ Ｒ１，Ｔ１

蓄電池
ＤＣ２４Ｖ

充電器

制御回路

商用電源より

三相負荷へ

擬似負荷接続端子

エンジン
電装品回路

冷却水ヒーター

オイルパンヒーター

エンジン

ＰＢ，ＮＢ

ＡＣＧ

ＥＸＧ

ＰＭＧ ＡＣ－ＧＣ３φ２２０Ｖ

ＡＣ３φ２２０Ｖ

操作面側 電線管立上げ推奨エリア

基礎図（参考）

自家発電設備出力計算シ－ト（原動機，整合）

ＲＥ３

ＲＥ２

ＲＥ１

１

１

＝
１

１

ｄ

１
＝　

１

１
＝　

１
Ｄ

ｄ

（　　　）＝
１

（　　　　　　）１
１

＝ｘ ｘ

ｘ ｘ

ｘ ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ ｘ

＝（　　　）

ε

ηｇ

ｆｖ２

ηｇ’ ηｂ
（ε－ａ）Ｘ

（　１　－０．２５）

ｆｖ３
γ ηｇ’ ηｂ

ηＬ

Ｚ’ｍ

ｋｓ
ｘｃｏｓθＳｘ（　１－

Ｋ

Ｍ’２
）＋

Ｋ

Ｍ’２

ｘ（１－
１

０．８５
）＋

ｘ
１

（　　　　　　　）

様式　－４　　　＜最大最終＞

ｘ（１－ ）＋
Ｍ’３

Ｋ

ｋｓ

Ｚ’ｍ

Ｍ’３

Ｋ
ｘｘｃｏｓθｓ

＝　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　　　ｘ（１－ ）＋

Ｅ

原動機定格

自家発電設備の出力

備　　考　：　ＥはＥ’又はＥ＊の値以上の値とする。

出力

＝０．８力率

原動機計算

Ｅ’

整　合

出力

ＲＥ

ＲＥ１，ＲＥ２，ＲＥ３ のうち最大値

ＭＲ　＝

ＭＲ’＝

２＝ＲＥ＜　　＞＝

Ｅ’

Ｇｘｃｏｓθｇ
ｇ ＝ｘ η

Ｅ’＝　ＲＥ　×　Ｋ　＝

ＲＥ３

ＲＥ２

ＲＥ１

ＲＥ

０．７６０

０．７６０ ０．６６７

０．６６７

０．９０２ ０．８２３
１．３４７

１．３４７

２．１６２

２．１６２

０．７８２

１１．００

１１．００ ０．１２
ｘ０．４　ｘ

１１．００

１１．００

０．８５００．７８２

１１．００

１１．００

１１．００

１１．００
ｘ０．４００ｘ

０．１２０

２．１６２

２．１６２　ｘ　１１．００　＝　２３．７８　（ＫＷ）

２３．７８

備　考：ＧはＧ’の値の９５％以上の値とする。

自家発電設備出力計算シート（発電機）

ＲＧ４

ＲＧ３

ＲＧ２

ＲＧ１

ｘｄ’ｇ

＝

＝
１

＝

＝

＝
Ｅ

０．２５

ｄ

ｘ

ｘ

ｘ

△

△

ｘ

（１ー　　Ｅ）

（１－０．２５）

ＫＧ３ （ηｂｘｃｏｓθｂ）

無（０）

ｆｖ１
ｘ（１－

（０．８５ｘ０．８）

ＲＧ

のうち最大値ＲＧ１，ＲＧ２，ＲＧ３，ＲＧ４

＝
１

０．１５

１
ｘ ｘ

＝

ＫＧ４

１
＝

Ｋ

１
ｘ ｘ

※　Ｈ＝ｈｂ　ｘ

発電機計算出力　Ｇ’

エレヘ゛ーター

（　０　－　０　）
２

０
２

ｘ
ｘ

ｘ＋（　　　） （１－３　　　　　＋３　　　　　　）
２

様式　－３　　　＜最大最終＞

ｘ（１－

ηｉｘｃｏｓθｉ

Ｒ６ｉｘｈｋｉ

ηｉｘｃｏｓθｉ

Ｒ３ｉｘｈｋｉ ２

　Σ（ ）　　＋　　　Σ（ ）ｘｈｐｈ　　
２

＝ＲＧ＜　＞＝

発電機定格出力　Ｇ

（Ｈ－ＲＡＦ　）　＋　（Σ
２ Ａｉ

ηｉｘｃｏｓθｉ
＋Σ

ηｉｘｃｏｓθｉ

Ｂｉ
－２ｘΣ

ηｉｘｃｏｓθｉ

Ｃｉ
）　ｘ　（１－３ｕ＋３ｕ　）

２ ２ ＲＧ４

ＲＧ３

ＲＧ２

ＲＧ１

ＲＧ

０．８８０

ＫＺ’ｍ

＝

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

ｋｓ Ｍ２

Ｋ

Ｍ３
）＋ ｘ

Ｚ’ｍ

ｋｓ

Ｋ

Ｍ３

ｘ）＋

０．６６７

０．６６７

 １．３８６

０．０００

０．０００

１１．００

１１．００ ０．１２ １１．００

１１．００

１１．００

Ｇ’＝　ＲＧ　Ｘ　Ｋ　＝　

０．１２

１１．００

１１．００

１ １

ディーゼル機関（普通形）

０．２５０ ４．１６９ ４．１６９

３．２６１

１．５０

３．２６１

２ ４．１６９

４．１６９　Ｘ　１１．００　＝　４５．８６（ＫＶＡ） Ｇ　＝　４５．０　（ＫＶＡ）

４．１６９

＝　２．１９６

＝　１．９６５

１．９６５

Ｅ＝４８．０　（ＫＷ）Ｅ＊　＝　４３．７５　（ＫＷ）

Ｅ＝４８．０　（ＫＷ）

　６５．３　（ＰＳ）
Ｇ＝　　４５．０　　ｋＶＡ

１．０００

１．０００

０．１５０

０．２５０

＝

＝

＝

＝

ＫＧ３

ＫＧ４

ｘｄ’ｇ

ηｇ

１．０００

０．２５０

ε　　＝

γ　　＝

ａ　　＝

様式　－２　の通り

（４）

（２）

（３）

（１） 対象負荷機器

特性等

発電機　特性

原動機　特性

負荷機器

＝ΔＥ

０．８２３

１．５００

０．２５０

１．１００

Ｄ　 ＝

ｄ 　＝

様式　－１　　　＜最大最終＞

自家発電設備出力計算シ－ト（負荷表）

（Ａ）；＝ｋｓ／Ｚ’ｍｘｍｉ （Ｂ）；＝｛ｋｓ／Ｚ’ｍ－ｂ／（ηｂｘｃｏｓθｂ｝ｘｍｉ （Ｄ）；＝（ｋｓ／Ｚ’ｍｘｃｏｓθｓ－ｄ／ηｂ）ｘｍｉ（Ｃ）；＝｛ｋｓ／Ｚ’ｍｘｃｏｓθｓ－（ε－ａ）ｘｄ／ηｂ｝ｘｍｉ

０．００ ０．００ ０．００

１

算出

１ ０．００ ０．００ ０．００

ｍｉ＝Ｍ２

＝

が最大と

なる

が最大と

なる

が最大と

なる

が最大と

なる

（Ａ）の値 （Ｂ）の値 （Ｃ）の値 （Ｄ）の値

ｍｉ＝Ｍ３

＝ ＝ ＝

ｍｉ＝Ｍ’２ ｍｉ＝Ｍ’３

次の値：Ｂ＝

最小値：Ｃ＝

最大値：Ａ＝ ０．００

０．００

０．００

Ｆ－Ｌ

Ｒ－Ｓ

単相負荷（ＫＷ）

Ｓ－Ｔ Ｔ－Ｒ

分負荷
相当
出力

Ｍｐ（ｋＷ）

負荷機器名称

ｋＷ，ｋＶＡ （ｋＷ）

換算

入出力

出力

ｍｉ

（Ａ）

選定

Ｍ２の

（Ｂ）

選定

Ｍ３の

選定 選定

Ｍ’２の Ｍ’３の

（Ｃ） （Ｄ）

Ｙ

グ
ルー

プ

番
号

消
防
設
備

記
号

台
数

始
動
方
式

制
御
方
式

選
定

ＭＬＴ １１．００ １１．５２１４．７５４４．９７６１．１４１１．００

１１．００ １１．００ １１．００ １１．００

１１．００スプリンクラー設備単

負荷出力合計値　Ｋ　＝　　１１．００

様式　－２　　　＜最大最終＞

非常用発電装置　出力計算書

１．０９７

ＭＲ’＝　０．５４３（ＭＲ’＜１．０のため　ＭＲ＝１．０　とし　Ｅ＊　を逆算））

４５．０ｘ０．８００
　　　　　　　　　　　　　　　　×　０．８２３　＝　０．５４３

（排風側）

エンジン側

（吸気側）

発電機側

４－Ｍ１６アンカーボルト

Ｐ１＋Ｓｆ＝
Ｋ Ｋ

Ａ＋Ｂ－２Ｃ＝

Ｄ

＝ｕ

＝Ｐ

＝
１

Ｓｆ

Ｐ
＝

０

２

０ ＋

１
＝ｘ ｘ ｘ

ｘ

△

△

△ △
＋（　　　　）

ηＬ ｃｏｓθｇ

（Ａ－Ｃ） （　０　－　０　）

Ｐ

＝
０

１

＝

０ －２

０

０

１

０．８
１

０＝

１
＝ｘ ｘ ｘ

ｘ

２

（１－３ｕ＋３ｕ）

０ ２

１
２

ｘ ｘ ｘ１＋　　　　　　　＋　（　　　　　　）　　（１－３　　　　　　＋３　　　　　　）＝

０．９０２
１．３８６

１１．００ １１．００
1 1

２Ｃ

運転信号 ＳＰ－Ｍ－１へ
運転信号
異常信号

３Ｃ

警報盤へ

自動始動発電機盤

ＦＬ

仕　　様　（参考）

保護・警報

単線結線図（参考）

ディーゼル発電装置外形図（参考）
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図 面  名  称

一級建築士

設備設計一級建築士

松森　正晴

松森建築設計事務所

三重県志摩市阿児町鵜方3368-5

日付

縮尺

志摩特別養護老人ホーム才庭寮非常用電源設備改修工事

単線結線図・系統図

工 事  名  称

Ｅ-０３

Ｐ－Ａ
Ｇキュービクル

系統図（改修前）

ＤＴ
キュービクル

Ｇ Ｅ

ＦＰ３８□－３Ｃ

ＦＰ３８□－３Ｃ

発電機

Ｇ
Ｌ
－

２

Ｇ
Ｌ
－

１

ＳＰ－Ｍ－１

２２５ＡＦ／１５０ＡＴ
ＭＣＢ３Ｐ

ス
プ
リ
ン
ク
ラー

セ
パ
レー

ター

ＭＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／１００ＡＴ

セ
パ
レー

ター

給
水
盤

既
設

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３

Ｐ
　
５
０
Ａ

Ｆ
／
４
０
Ａ

Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３

Ｐ
　
５
０
Ａ

Ｆ
／
４
０
Ａ

Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３

Ｐ
１
０
０
Ａ

Ｆ
／
６
０
Ａ

Ｔ

Ｒ スプリンクラーポンプ停止

発電機 撤去

ＦＰ２２□－３Ｃ

ＦＰ２２□－３Ｃ

発電機

Ｇ

警報盤

スコットＴｒ盤

（ＨＩ５４）
（ＨＩ５４）

ＣＶＶ２□－２Ｃ （ＨＩ２２）
（ＨＩ２２）

新設

キュービクル
Ｐ－Ａ

ＦＰ３８□－３Ｃ
既設配線再使用

ＦＰ２２□－３Ｃ

既設配線再使用

ＦＰ３８□－３Ｃ

ＰＢ

ＦＰ３８□－３ＣＥ８□ （既設管路へ入線６３）
ＣＶＶ２□－２Ｃ

スプリンクラーポンプ

ＦＰ３８□－３Ｃ
（配線撤去）

スプリンクラーポンプ

ＧＬ－１ ＧＬ－２

既設配線再使用ＨＰ１．２－１０Ｐ（３１）

（ＨＩ５４）
（ＨＩ５４）

ＣＶ１４□－３ＣＥ２．０ （ＨＩ３６）ｘ２

（ＨＩ２２）
（ＨＩ２２）

（Ｅ２５）ポンプ停止信号

新設（発電機警報）

発電機起動
ポンプ停止

新設

系統図（改修後）

スコットＴｒ

盤外へ設置

スコットＴｒ
２０ＫＶＡ

（油入）

発電機起動

ＦＰ３８□－３ＣＥ８□
ＦＰ３８□－３Ｃ

ＣＶＶ２□－３Ｃ

ＣＶ１４□－３ＣＥ２．０ （ＨＩ３６）

ＣＶＶ２□－３Ｃ　^u （Ｅ２５）

ＦＰ３８□－３Ｃ
ＦＰ３８□－３ＣＥ８□

ＣＶ８□－３ＣＥ２．０ （ＨＩ２８）

ＣＶ８□－３ＣＥ２．０ （ＨＩ２８）

ＣＶＶ２□－２Ｃ
ＣＶＶ２□－２Ｃ
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図 面 名  称

一級建築士

設備設計一級建築士

松森　正晴

松森建築設計事務所

三重県志摩市阿児町鵜方3368-5

日付

縮尺

居室

居室

女子便所

男子便所

117

120

居室

119

居室

115

居室

居室

居室

廊下

121

122

123

居室

居室
110

居室
112

居室
116

居室
118

居室
113

会議室

更衣室

食品庫

休憩室

調理室

通用口便所

職員出入口

居室

居室

137

139

福祉センター

２００

志摩特別養護老人ホーム才庭寮非常用電源設備改修工事

111

工  事  名  称

1/250

平面図　　S=1/250

Ｅ-０４

1階　配線図

キュービクル

廊下

５８７５

６０００

６０００

１９２００ ２８６０

３２００ ３２００ ３２００ ３２００ ３２００

イ

６０００

ロ

ハ

ニ

居室

洗濯室

浴室

特別浴室
脱衣

脱衣

脱衣 浴室

便所 ＤＳ

職員便所

押入
和室

押入

ＰＳ

ＰＳ

１０９

寮母室

居室
１０８

居室

看護婦室

廊下

静養室２

居室

１０６

談話室

ゆず

リネン室汚物室

居室

居室

居室

医務室

便所

ＰＳ

静養室１

便所
１２７

１２６

１２５

居室

居室事務室

居室

居室 居室 居室 居室 居室

便所 浴室

物入
１０２

１０３

１０５

１３１１３２１３３１３５１３６

１３８
寮母室

宿直室 コンピューター室

ホール

光庭

女子便所

男子便所

居室

居室

居室

押入

廊下

玄関

１２８

１２９

１３０

１０７

廊下

廊下

廊下

ＨＰ１．２－１０Ｐ

Ｐ－１－１０Ｌ＋５Ｌ＋１０Ｌ
受信機

（再使用）

（再使用）

ディルーム

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＨＩ２８）

（再使用） ２００
２００

事務室

廊下

２

４

３

４

３

２

１

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

※Ａ

ＳＵＳ ＷＰ ２００ｘ２００ｘ１００
２００
     プルボックス

ＣＶ１４□－３ＣＥ２．０
※  既設警報盤の発電機警報を取外し

※  既設受信機予備窓へ発電機警報２Ｌを接続

Ｐ－Ａ

機械室

切替盤

（既設配線再使用）

（Ｂ）

寮母室
ｺｽﾓｽ

ＧＬ－１

ＧＬ－２

１
Ｇ

廊下

再使用
新設

（Ａ）

（Ａ）

ＨＰ１．２－１０Ｐ 既設再使用

ＦＰ３８゜－３Ｃ （ＨＩ５４） 既設再使用

新設

（ＨＩ２８）

（ＨＩ２８）

特記なき配線は下記による

ＶＶＦ２．０－３Ｃ

（Ｂ）

露出ＣＶ１４□－３ＣＥ２．０（ＨＩ３６）ｘ２

（Ｃ）

（Ｄ）

露出

（Ｃ）

（Ｄ）
（Ｄ）

（Ｄ）

（Ｄ）ｘ２

（Ａ）

詳細図参照

地中

はつり復旧

（給水ポンプ用）

給水ポンプ盤

注記

※Ａ  発電機撤去後ＰＢ４００ｘ４００ｘ３００を設置し既設配線を接続

※  コンセント配線壁面露出はメタルモール工事とする。

※　    ２Ｐ１５Ａｘ２　アース付（赤色）表示ランプ付 ガードプレート 

ＣＶ５．５□－３Ｃｘ２Ｅ２．０

ＦＰ２２□－３Ｃ ＦＰ３８□－３（ＨＩ５４）
ＣＶ８□－３Ｃ（ＨＩ２８）

ＣＶ８□－３Ｃ

ＣＶ１４□－３ＣＥ２．０（ＨＩ３６）

非常用発電機 新設
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ａ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＨＩ２８）

２００
（Ａ）

２００
ＳＵＳ ＷＰ ２００ｘ２００ｘ１００

ＳＵＳ ＷＰ ４００ｘ４００ｘ３００

     プルボックス

     プルボックス

（Ａ）

（Ａ）
（Ａ）

（Ａ）

図 面  名  称

一級建築士

設備設計一級建築士

松森　正晴

松森建築設計事務所

三重県志摩市阿児町鵜方3368-5

日付

縮尺

工 事  名  称 志摩特別養護老人ホーム才庭寮非常用電源設備改修工事

Ｒ階　配線図

Ｒ階平面図　　S=1/250

1/250

Ｅ-０５

     プルボックス ＳＵＳ ＷＰ セパレーター付４００ｘ４００ｘ３００

再使用

新設

４００Ｓ

４００Ｓ

４００Ｓ

４００Ｓ

４００Ｓ
４００Ｓ

４００Ｓ

４００

４００

既設再使用

既設再使用

既設再使用

（Ａ）

ＨＰ１．２－１０Ｐ 既設再使用

ＦＰ３８゜－３Ｃ （ＨＩ５４） 既設再使用

新設

新設

（ＨＩ２８）

（ＨＩ２８）

再使用

再使用

ＦＰ３８□－３（ＨＩ５４）

ＦＰ３８□－３（ＨＩ５４）
ＣＶ８□－３Ｃ（ＨＩ２８）

ＣＶ８□－３Ｃ（ＨＩ２８）

ＣＶ８□－３Ｃ



工 事  名 称

図 面  名 称

一級建築士

設備設計一級建築士

松森　正晴

松森建築設計事務所

三重県志摩市阿児町鵜方3368-5

日付

縮尺 1/100

志摩特別養護老人ホーム才庭寮非常用電源設備改修工事

Ｅ-０６

単線結線図・ポンプ室詳細図

ＭＣＢ３Ｐ

給水ポンプ盤

ＭＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／６０ＡＴ

３φ３Ｗ２１０Ｖ

１００ＡＦ／６０ＡＴ

３φ３Ｗ２１０Ｖ

Ｐ－Ａ

（ 既 設 動 力 盤 ）

（ 新 設 ）

１φ３Ｗ２１０Ｖ／１０５Ｖ

１ ２

３ ４

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＥＬＢ３Ｐ

ＥＬＢ３Ｐ

（発電機電源）（商用電源）

商用側 発電機側

ＤＴ　発電機電圧有で発電機側、発電機電圧無で商用側

注記

ＤＴ

切替盤

（ 給 水 ポ ン プ 用 ）

Ｇ Ｌ － １

Ｇ Ｌ － ２

ヨヒ゛ ヨヒ゛

ヨヒ゛ ヨヒ゛

ＭＣＢ２Ｐ５０ＡＦ／２０ＡＴ x８　１００Ｖ

５０ＡＦ／４０ＡＴ

（Ａ）

（Ｂ）

既

スプリンクラーポンプ盤

ＦＰ３８□－３ＣＥ８□

ＣＶＶ２□－２Ｃ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（３１） 再使用

新設

スプリンクラー
警報盤

（Ｅ２５）

配置図参照

注記

（ＨＩ２２）ｘ２

（ＨＩ３６）ｘ２ＣＶ１４□－３ＣＥ２．０

※　　　　既設プルボックス
既

４００Ｓ

既

（Ｂ）

ＦＰ３８□－３ＣＥ８□

（ＨＩ５４）

（ＨＩ５４）

（Ａ）

ＨＰ１．２－１０Ｐ

（ＨＩ５４）
（ＨＩ２８）

既設再使用
既設再使用

（ＨＩ３６）ｘ２

（ＨＩ２８）

新設新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

（ＨＩ２８）ＣＶ８□－３Ｃ

４００Ｓ

（Ｂ）

（Ｂ）

スコットＴｒ

ＳＰ-Ｍ-１　

（ＨＩ３６）ｘ２
（ＨＩ４２）

２０ＫＶＡ

ポンプ室詳細図 1/100

（改修後）

1/100電気室平面図

（撤去図）

４００Ｓ

電気室

 （既設管へ入線６３）

撤去

・　撤去跡にカバープレート取付

蛍光灯　ＦＬ２０Ｗｘ１

スイッチ　１連

－１

－１

－１コンセント

ＭＣＢ３ＰＭＣＢ３Ｐ

４００ｘ４００ｘ３００ セパレーター付※    プルボックスＳＵＳ.ＷＰ

新設

発電機

ＣＶＶ２□－２Ｃ （ＨＩ２２）
（ＨＩ２２）

新設

ＣＶ５．５□－３Ｃｘ２

ＣＶＶ２□－３Ｃ　^u （Ｅ２５）　新設

ＣＶＶ２□－２Ｃ

ＦＰ３８□－３Ｃ

ＦＰ３８□－３Ｃ

ＣＶ１４□－３ＣＥ２．０

ＣＶ８□－３Ｃ

ＣＶＴ２２□Ｅ５．５□

ＣＶ１４□－３Ｃ

ＦＰ３８□－３Ｃ 　　^u （ＨＩ５４）
ＦＰ３８□－３ＣＥ８□ （ＨＩ５４）

ＣＶＶ２□－３Ｃ

２ 面
住 宅 分 電 盤 （ カ バ ー 付 ）


